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Software Installer モジュール

本マニュアルでは、Sun™ Control Station ソフトウェアの一部であるSoftware 
Installer のコントロールモジュールで使用できる機能とサービスについて説明しま
す。このモジュールでは、次の操作を行うことができます。

■ 利用可能なパッケージファイルを表示する
■ パッケージファイルをコンピュータまたはインターネットから Control Station に

アップロードする
■ パッケージファイルごとに詳細を表示する
■ 1 つのパッケージファイルに対して別の OS を割り当て直す (「編集」)。または、

複数のパッケージファイルに対して別の OS を割り当て直す (「OS の再度関連付
け」)

■ パッケージファイルを削除する
■ パッケージファイルをインストールする

フィルタオプションを使用して、表示して操作するパッケージファイルの種類を絞り
込むこともできます。

注 – 本マニュアルでは、読者が Sun Control Station ソフトウェアの基本操作を理解
していると想定して説明します。ステータスアイコン、スケジューラ、タスクの進捗
状況ダイアログなどの基本的な Sun Control Station の機能については、『Sun 
Control Station 2.2 管理者マニュアル』を参照してください。

Software Installer
Sun Control Station にログインしてから 「ソフトウェアインストールプログラム」 
→ 「パッケージ」をクリックすると、次のウィンドウが開きます。
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図 1 Software Installer モジュール (パッケージ) ウィンドウ

パッケージファイル

本マニュアルでは、Sun Fire™ V60x サーバーなどの Linux ベースのサーバー向けの 
Red Hat Package Manager (RPM) ファイルを「パッケージファイル」と呼びます。

Software Installer の機能
次に、Software Installer モジュールで実行できる機能について説明します。

「アップロード」

「アップロード」機能は、ローカルリポジトリまたはインターネットから Control 
Station にパッケージファイルを読み込みます。
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「詳細」

「詳細」機能は、そのパッケージファイルに関する特定の情報を表示します。パッ
ケージファイルの名前、バージョン、リリース、ベンダー、ファイル名、概要、説明
など、パッケージファイルの関連情報を表示します。

「編集」

「編集」機能は、1 つのパッケージファイルについて対応する OS の追加と削除を行
います。

「OS の再度関連付け」

「編集」機能と同様、この「OS の再度関連付け」機能は複数のパッケージファイル
について対応する OS の追加と削除を行います。

「削除」

「削除」機能は、利用可能なパッケージファイルの一覧からパッケージファイルを削
除します。パッケージファイルが Control Station 上のローカルリポジトリ内に配置
されている場合は、利用可能なパッケージファイルの一覧からそのパッケージファイ
ルに対するエントリが取り除かれ、パッケージファイルがリポジトリから削除されま
す。

「インストール」

「インストール」機能は、選択したホストにパッケージファイルをインストールしま
す。パッケージファイルをローカルリポジトリから管理対象ホストにコピーしてイン
ストールします。

パッケージファイルを実際にインストールする前に、インストールをテストできま
す。Control Station によって正しい RPM かどうかを確認するための先行テストが行
われ、そのパッケージファイルがまだインストールされていないか、など一般的なエ
ラーがないかどうかが確認されます。
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「パッケージ」
「パッケージ」オプションは、ローカルリポジトリにあるパッケージファイルを管理
します。「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウに、Sun Control Station が認識
しているソフトウェアパッケージが一覧表示されます。ソフトウェアパッケージは 
Control Station に保存されています。

このメニュー項目で利用可能な機能に関する説明については、2 ページの「Software 
Installer の機能」を参照してください。

次に、「Software Installer」ウィンドウの「パッケージ」内に表示される「利用可能
なパッケージリスト」オプションの例を示します。

図 2 「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウ

パッケージファイルのアップロード

1 つのパッケージファイルをアップロードする手順は、次のとおりです。

1. 「ソフトウェアインストールプログラム」 → 「パッケージ」を選択します。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウが表示されます。

2. 利用可能なパッケージファイルリストで、使用するパッケージファイルを選択しま
す。

3. 「アップロード」をクリックします。

「パッケージのアップロード」ウィンドウが表示されます。
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図 3 「パッケージのアップロード」ウィンドウ

4. 「タイプ」ドロップダウンメニューから「RPM」を選択します。

5. どちらかのラジオボタンをクリックし、パッケージファイルのロケーションを入力し
ます。

■ パッケージファイルのパスとファイル名を入力するか、「参照...」をクリックして
コンピュータから場所を指定します。

■ パッケージファイルをインターネットからダウンロードするには、http://、
https://、または ftp:// で始まる URL を入力します。

注 – Control Station がプロキシを介してインターネットにアクセスする場合は、
「Station の設定」 → 「設定」で入力したプロキシ設定が使用されます。この設定を
まだ完了していない場合は、URL でパッケージファイルをアップロードする前にこ
の設定を行う必要があります。詳細は、『Sun Control Station 2.2 管理者マニュア
ル』を参照してください。

6. 「今すぐアップロード」をクリックします。

「タスクの進捗状況」ダイアログが表示されます。

7. アップロードが完了したら、「完了」または「イベントの表示」のどちらかをクリッ
クします。

「完了」をクリックすると、「パッケージ情報の編集」ウィンドウが表示されます。
ここから、インストールしたパッケージファイルに対応する OS を入力できます。

パッケージファイルの詳細表示

利用可能なパッケージファイルの詳細情報を表示する手順は、次のとおりです。

1. 「ソフトウェアインストールプログラム」 → 「パッケージ」を選択します。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウが表示されます。

2. 利用可能なパッケージファイルリストで、表示するパッケージファイルを選択しま
す。
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3. 「詳細」をクリックします。

「詳細なパッケージ情報」ウィンドウが表示されます。

図 4 「詳細なパッケージ情報」ウィンドウ

「詳細なパッケージ情報」ウィンドウには、パッケージファイルについて次の情報が
表示されます。

■ 「名前」
■ バージョン
■ リリース
■ ベンダー
■ ファイル名
■ サマリ
■ 説明
■ パッケージファイルの格納先グループ
■ サイズ
■ 署名
■ 再配置
■ ビルド日
■ ビルドしたホスト
■ ソース
■ ライセンスタイプ
■ 対応 OS バージョン
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4. 「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウに戻るには、「完了」をクリックしま
す。

注 – 「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウで選択したパッケージファイルご
とに、詳細情報を表示できます。

1 つのパッケージファイルに対する対応 OS の追
加と削除

1 つのパッケージファイルに対して対応 OS を追加または削除する手順は、次のとお
りです。

1. 「ソフトウェアインストールプログラム」 → 「パッケージ」を選択します。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウが表示されます。

2. 利用可能なパッケージファイルリストで、使用するパッケージファイルを選択しま
す。

編集できるのは、一度に 1 つのパッケージファイルだけです。

3. 「編集」をクリックします。

「パッケージ情報の編集」ウィンドウが開きます。

図 5 「パッケージ情報の編集」ウィンドウ

4. 適用できる OS を設定するには、次のオプションを設定します。

■ 「利用可能な対応 OS」- 使用および追加できる OS 一覧から、具体的な対応 OS 
を選択します。
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■ 「対応 OS」 - 個々のパッケージファイル内で現在サポートされている OS を削除
および変更します。

5. 編集が完了したら、「保存」をクリックします。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウに戻ります。

複数のパッケージファイルに対する対応 OS の追
加と削除

複数のパッケージファイルに対して対応 OS を同時に追加または削除する手順は、次
のとおりです。

1. 「ソフトウェアインストールプログラム」 → 「パッケージ」を選択します。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウが表示されます。

2. 利用可能なパッケージファイルリストで、使用するパッケージファイルを選択しま
す。

複数のパッケージファイルを一度に編集できます。

3. 「OS の再度関連付け」をクリックします。

「パッケージ情報の編集」が開きます。

図 6 「パッケージ情報の編集」ウィンドウ

4. 適用できる OS を設定するには、次のオプションを設定します。

■ 「利用可能な対応 OS」- 使用および追加できる OS 一覧から、具体的な対応 OS 
を選択します。

■ 「対応 OS」 - 個々のパッケージファイル内で現在サポートされている OS を削除
および変更します。
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5. 編集が完了したら、「保存」をクリックします。

注 – 以前に「編集」を使用してオペレーティングシステムをパッケージファイルに
割り当てたことがある場合でも、その情報は保管されていないため、この操作をやり
直してください。

パッケージファイルの削除

利用可能なパッケージファイルのリストからパッケージファイルを削除する手順は、
次のとおりです。

1. 「ソフトウェアインストールプログラム」 → 「パッケージ」を選択します。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウが表示されます。

2. 利用可能なパッケージファイルリストで、削除するパッケージファイルを選択しま
す。

3. 「削除」をクリックします。

確認ダイアログが表示され、パッケージの削除命令の実行を確認します。

4. 「確認する」をクリックします。

パッケージファイルが削除され、「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウに戻り
ます。

パッケージファイルのインストール

パッケージファイルをインストールする手順は、次のとおりです。

1. 「ソフトウェアインストールプログラム」 → 「パッケージ」を選択します。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウが表示されます。

2. 利用可能なパッケージファイルリストで、インストールするパッケージファイルを選
択します。

3. 「インストール」をクリックします。

「パッケージのインストール先ホストを選択」ウィンドウが表示されます。
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図 7 「パッケージのインストール先ホストを選択」ウィンドウ

4. インストールするパッケージファイルをクリックします。

必要に応じて、「すべてを選択」と「すべての選択を解除」ボタンを選択します。

5. インストール前にパッケージファイルをテストして確認するには、「インストールの
テスト」をクリックします。

このオプションはインストールの実現可能性をチェックします。終了後にインストー
ルに戻るには、「完了」または「イベントの表示」をクリックします。

注 – 選択したパッケージファイルで対応していない OS を選択するとエラーメッセー
ジが表示されるので、続行する前に対応 OS を更新してください。

6. 「今すぐインストール」をクリックします。

「タスクの進捗状況」ダイアログが表示されます。

7. インストールが完了または停止したら、「完了」または「イベントの表示」をクリッ
クします。

注 – パッケージファイルがインストールされると、システムは、インストール済み
パッケージファイルの一覧をすぐに更新します。

フィルタ
「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウに一度に表示されるパッケージファイル
数を制限するには、「フィルタ」機能を使用します。
10 Sun Control Station 2.2 Software Installer モジュール • 2004 年 12 月



「フィルタ」機能を使用する手順は、次のとおりです。

1. 「ソフトウェアインストールプログラム」 → 「パッケージ」を選択します。

「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウが表示され、ウィンドウの下部に以下の
ような「フィルタ」機能が表示されます。

図 8 「フィルタ」ウィンドウ

2. 「列」ドロップダウンリストからオプションを選択します。

「列」ドロップダウンリストで利用できる検索条件は次のとおりです。

■ 「名前」
■ バージョン
■ リリース
■ ベンダー
■ パッケージ
■ サマリ

3. 「検索タイプ」ドロップダウンリストからオプションを選択します。

「検索タイプ」ドロップダウンリストで利用できる検索条件は次のとおりです。

■ より小さい
■ より小さい / 等しい
■ 等しい
■ 等しくない
■ より大きい / 等しい
■ より大きい
■ 含む
■ 含まない

4. 「値の検索」テキストボックスにオプションを入力します。

検索の条件付けに役立つキーワードや句を入力します。

5. 「フィルタ」をクリックします。

入力されたパラメータに応じて「フィルタ」機能がパッケージファイルを検索し、更
新した「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウ内に結果を返します。
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注 – 「クリア」をクリックすると、「利用可能なパッケージリスト」ウィンドウ内
のリスト全体が更新され、利用可能なパッケージファイルのすべてが表示されます。
また、フィルタの条件を 1 つクリアするには、「値の検索」テキストボックスからそ
のテキストを削除して「クリア」をクリックします。
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